
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

対象泥土と中和処理方法 

●主成分   リン酸塩、アルミニウム化合物 
 

Dr.pH 汚泥用 
● 国土交通省新技術情報システム NETIS 登録（HR020030） 
● 東京都港湾局 「新材料・新工法」 選定製品（18港整技第 161号）
● 特許第 3789745号  ●農業農村新技術候補（ARIC）登録 No.273

ドクターペーハー汚泥用の特長 
① 混合後、3～5 日で pH 値は永続的に安定します。 

② 土壌環境基準に適合した中性の処理土が得られます。 

③ 建設泥土を中和処理することで、処理土の利用用途が拡大します。 

④ 自硬性汚泥、石灰処理土などの中和に適しています。 

曝気養生の経済効果 

 

曝気養生による経済効果 
 

左図は SMW 工事で発生した自硬性泥土(pH11.8)の曝気養生期間を変え

中和試験を実施したとき、pH8.5 に中和するための Dr.pH 汚泥用の添加

量を示すものです。 
① セメント添加当日の自硬性高含水汚泥 ⇒180kg/㎥ 
② ２週間曝気養生した汚泥 ⇒99g/㎥ 
③ ４週間曝気養生した汚泥 ⇒48kg/㎥ 
④ ６週間曝気養生した汚泥 ⇒30kg/㎥ 
 

曝気養生期間を４～５週間確保することで、中和剤添加量は 1/4～1/6 程度縮減

できます。コスト縮減のため、数週間発生泥土を保管できる仮置場を設け、バッ

クホウで攪拌してください。 

セ メ ン ト処 理 泥 土 の 炭 酸 化 とD r .pH汚 泥 用 添 加 量 の 変 化
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フレコンバック（1t または 500kg） 

自硬性泥土 高含水土固化処理 曝気養生（3～6 週間） 

アルカリ性残土（pH11 以上） 曝気養生（2～4 週間） 

アルカリ性残土（pH11 以下）

・自ら利用・
盛土 

埋戻し 

農用地嵩上げ 

緑地用客土 

・中和処理・ 

 

Dr.pH 汚泥用 

排泥      E3 システム（中性固化材利用）    曝気養生         中和処理       中性改良土の利用 

曝気養生による pH 低減効果 
 

前処理し仮置きしてある自硬性汚泥を３～５日毎に攪拌（曝気）した

ときの pH 値である。セメント（固化剤）の種類や添加量により低減効

果は異なります。 

 

この作用は、大気中の二酸化炭素が泥土に含まれる強アルカリ性の水

酸化カルシウムと反応し、弱アルカリ性の炭酸カルシウムに化学変化

することによって生じます。Ca(OH)2 ＋ CO2 → CaCO3 ＋ H2O 

バックホウなどで大気が行き渡るように攪拌する（曝気）頻度が多け

れば多いほど、曝気期間が長いほど pH 値は低減します。 

自硬性泥土の曝気養生期間とpH低減効果
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曝気養生による炭酸ガス吸着効果 

 
中和の前処理において実施される「曝気養生」は、泥土

に含まれる水酸化カルシウムが大気中の二酸化炭素を

吸着することで pH 低減します。 

左図は、pH12.5 の高含水自硬性泥土に炭酸ガスを加え

た実験結果です。この泥土の場合、pH12.7 を pH10.8 に

する場合、約 30kg/m3 の二酸化炭素を吸着することに

なります。 

 ※固化材やセメントの種類、添加量により pH 低減効果は異なります。 

製品の分析データ（土壌環境基準） 

アルカリ性泥土中和のための炭酸ガスによる前処理
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工種 内容 軽油消費量 
泥土１㎥あたり

CO2 発生量（kg) 
備考 

・バックホウ（0.8 級）×３基 投入 貯泥  積込 イーキューブシステムによる泥土粒状

固化処理 ・固化処理機駆動用発動発電機×１ 
４L/㎥ 10.4kg 

200KVA 

・バックホウ（0.8 級） 攪拌 250 ㎥/日 1回あたり 0.8L/㎥曝気養生のための 

攪拌作業（６回） ・燃費 200L/日  6回あたり 4.8L/㎥
12.5kg 

排出量合計             （小運搬を除く）  ① 22.9kg 

曝気養生による二酸化炭素削減効果 

② 
当社試験結果より引用   30kg 

  

吸着率  ②÷①×100   １００％以上   

１．造園・緑地等 
●国土交通省建築工事監理指針：植栽工事 pH8.0 以下が望ましい 

●日本造園学会植栽基盤整備マニュアル：pH8.0 以下（分級 良） 

●社団法人日本道路協会道路緑化基準：pH8.0 以下 

２．環境関連 
●水質汚濁防止法排水基準：pH5.8～8.6 

●環境基本法環境基準：河川、湖沼 pH6.0～8.5  ：海域 pH7.0～8.3 

３．土木関係 
●国土交通省建設汚泥の再利用に関するガイドライン：アルカリに留意 

●徳島県県土整備部「建設汚泥の再利用」：pH5.8～8.6 

●滋賀県「建設副産物処理基準」：処理土の pH5.8～8.6 

●愛知県建設部「建設汚泥の環境に対する安全性」：pH5.8～8.6 

 

土壌、泥土の pH に関するガイドライン

中和処理土の利用実施

トンネルズリ 盛土 推進泥土の農地嵩上げ 

SMW排泥 埋戻し 公園の造成 

浚渫土 堤防(緑化) 浚渫土の客土化タンク埋設（緑化） 

平成１５年環境省告示第１８号による溶出試験及び平成１５年環境省告示第１９号

による含有量試験ともに指定基準を満たしています。 


